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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係　☎４８２-２９１３（課直通）

　平成25年町林野火
災予消防対策協議会
（会長・德永町長）が４
月16日、林業多目的セ
ンターで行われました。
　同協議会は、町や
道、根釧西部森林管理

署、警察、消防本部などを中心に、関係企業や団体などで構
成。林野火災危険期間（４～６月）のこの時期に全体会議を行い、
予消防対策の周知や徹底を行っています。協議会では、平成
24年の林野火災発生状況などについて報告が行われたほか、
今年の林野火災予消防対策実施計画について提案。参加者
は、林野火災防止について意識を新たにしていました。

４月16日

火災予防士気の高揚を

林野火災予消防対策協議会で意識を新たに

　町交通安全運動推進
協議会と町交通安全協
会の共催による旗の波
街頭啓発活動が、春の
全国交通安全運動期間
中の４月10日、摩周観

光文化センター前の国道391号で行われました。
　同運動期間中に毎年行われていて、今年も「交通死亡事故
ゼロを目指す日」の４月10日に実施。開会式で同協議会長の
德永町長は「観光シーズンを迎えるので、優しい運転を心掛
けてほしい」とあいさつ。その後、参加した関係者約80人は安
全旗を手に、行き交うドライバーにパンフレットなどの啓
発グッズを手渡し、交通安全を呼び掛けました。

道行くドライバーに交通安全を呼び掛ける

旗の波による街頭啓発

　北海道教育大学釧路
校の学生が４月13日、本
町を訪れ、農作業の現場
を見学しました。
　昨年から行っている、
弟子屈町４Ｈクラブ（吉

田雄貴会長）と同校との交流の一環。学生に本町の農業につい
て理解を深めてもらい、地域教材開発に役立ててもらおうと
行われたものです。学生は４Ｈクラブ会員の農場や牧場へ赴
き、摩周メロンやビートの苗の栽培管理、肉牛の飼養管理、ジ
ャガイモの選別作業などを見学したほか、摩周そば乾燥工
場や農作業機械も見学。吉田会長は「本町の農業を知っても
らえるよう、今後も交流を続けたい」と話していました。

弟子屈町の農業について理解を深める

４Ｈクラブと北教大釧路校の学生が交流
交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
る
参
加
者

林
野
火
災
予
防
の
た
め
の
対
策
を
確
認

４月13日 ４月10日

　町内消防関係
団体による防火
徒歩パレードが
４月21日、ＪＲ
摩周駅前から役
場までの区間で
行われました。
　４月20日～30

日の「全道春の火災予防運動」の一環として行われたものです。
弟子屈消防署や弟子屈消防団、防火管理協議会、消防後援
会、女性防火クラブ、摩周丘幼稚園幼年消防クラブの皆さん
約200人が参加し、沿道の皆さんに「火の用心」を呼び掛けま
した。

「火の用心」を心掛けてください

消防関係団体が防火パレード

４月21日

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
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わ
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園
児
た
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　町主催のガンバルー
ン交流会が３月28日、屈
斜路研修センターで行
われました。
　奥春別・美留和・川湯・

川湯駅前・屈斜路各地区の転倒予防教室（介護予防のための教
室）参加者の交流を目的に開催されたもので、57人が参加。北
海道コーチズの皆さんを講師に迎え、ガンバルーンを使っ
た体操とゲームを楽しみました。
　ガンバルーンとは、介護予防運動の用具として考案され
た軟らかいゴムボールのこと。気軽に継続して運動に取り
組めるのが特徴です。参加者の皆さんはガンバルーンで汗
をかいたほか、食事もともにして交流を深めました。

楽しい運動で介護予防

ガンバルーン交流会で心地よい汗
楽
し
み
な
が
ら
し
っ
か
り
運
動

　

て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議
会
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
部
会（
Ｕ
Ｄ
プ
ラ
ザ
・

三
木
亨
部
長
・
部
員
15
人
）の
皆
さ
ん
が
現

在「
て
し
か
が
Ｕ
Ｄ
マ
ッ
プ（
仮
称
）」の
作

製
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
年
齢

や
性
別
、
障
が
い
の
有
無
な
ど
に
関
係
な

く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
こ

と
。段
差
の
な
い
床
や
車
椅
子
で
も
利
用

で
き
る
ト
イ
レ
な
ど
も
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
１
つ
で
す
。同
部
会
で
は
以
前
、

車
椅
子
の
方
で
も
弟
子
屈
で
の
観
光
や
食

事
な
ど
を
楽
し
め
る
施
設
を
紹
介
し
た

「
車
椅
子
マ
ッ
プ
」を
作
製
し
ま
し
た
が
、

今
回
、最
新
の
情
報
を
加
え
、高
齢
の
方
や

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
誰
も
が
安
心
し

て
弟
子
屈
で
の
旅
を
楽
し
め
る
よ
う
に
工

夫
し
た
情
報
地
図「
て
し
か
が
Ｕ
Ｄ
マ
ッ
プ
」

を
作
製
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。月
一
度
の
例
会
で
、

作
製
に
向
け
て
の
話
し
合

い
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

作
製
に
あ
た
り
、町
内
の

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
、土
産

物
店
な
ど
２
０
０
事
業
所

に
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。５

月
の
連
休
明
け
か
ら
部
員

の
皆
さ
ん
が
手
分
け
し
て

ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
に

伺
う
そ
う
で
す
の
で
、皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

誰もが安心して
旅を楽しめる町に
ＵＤプラザがＵＤマップ作製へ

別獅子舞保存会の活動を評価
平成24年度釧路管内教育実践表彰

　

平
成
24
年
度
釧
路

管
内
教
育
実
践
表
彰

に
、
町
無
形
文
化
財


別
獅
子
舞
保
存
会

（
中
澤
髙
行
会
長
）が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
は
３
月
25

日
、役
場
で
行
わ
れ
、

加
門
清
釧
路
教
育
局

長
か
ら
保
存
会
の
皆

さ
ん
に
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
学
校

教
育
や
社
会
教
育
な

ど
に
お
い
て
優
れ
た
実
践
活
動
に
取
り
組

み
、
管
内
の
教
育
の
向
上
に
大
き
く
貢
献

し
て
い
る
団
体
・
個
人
を
表
彰
し
て
い
る

も
の
。同
保
存
会
は
、１
９
６
７（
昭
和
42
）

年
の
設
立
以
来
、
獅
子
舞
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。郷
土

芸
能
学
習
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
奥
春

別
小
学
校
児
童
へ
の
伝
承
活
動
や
、弟
子
屈

神
社
例
大
祭
で
の
奉
納
、高
齢
者
施
設
の
慰

問
な
ど
を
継
続
。地
域
の
絆
づ
く
り
や
文

化
財
の
保
存
伝
承
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

る
と
し
て
、今
回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
保
存
会
で
は
、
㈶
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
を

活
用
し
て
、獅
子
頭
・
衣
装
な
ど
の
整
備
を

行
い
ま
し
た
。同
事
業
は
、全
国
自
治
宝
く

じ
の
普
及
広
報
と
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
活
動
の
促
進
・
発
展
を
目
的
に
し
た

も
の
。こ
れ
に
よ
り
、同
会
の
活
動
の
一
層

の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

弟子屈神社例大祭で披露された別獅子舞（上）
表彰状を受け取る別獅子舞保存会の皆さん（下）

例会でマップ作製の手順について話し合う部員の皆さん

新調された獅子頭（左）とはんてん（右）

３月28日


